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アロマテラピーを学ぶ全ての方に必要な

炎症性疾患に関する新 しい知識

2025年 3月 15日 (土)10:00～ 16:00

安部 茂 先生
帝京大学名誉教授 医真菌研究センター元所長 抗菌アロマ研究会代表

セ ミナー概要  ご講演内容について安部先生よリメッセージをいただきました

私たちが経験する多くの健康 トラブルには炎症が関わっています。
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それが深刻な状態になったものが炎症性疾患です。炎症性疾患や感染症に関する医学研究は

日進月歩で進み、この 10年で多くの新 しい展開がありました。アロマセラビス トも、この分

野の知識をバージョンアップしていく必要があります。

今回のセミナーでは、それらの病態を理解するために必要な生物学的な基礎知識を復習し

ながら、具体的に様々な炎症性疾患を取 り上げ、病態メカニズムの解明、予防・治療法の開

発の現状を解説するとともに、抗菌アロマテラピーとの関連を紹介します。

炎症性疾患としては、「新型コロナウイルス感染後遺症」「脳の炎症としての疲労」「過敏性

腸炎と小腸内異常菌増殖 SIB」 「ア トピー性皮膚炎と脂漏性湿疹」などをテーマとして考えて

います。

全水道会館 4F大会議室

東京都文京区本郷 1-4-1(最寄り駅 ;水道橋駅)

※オンラインセミナーは予定しておりません。

会員の皆様へ :事務局より
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参加 資格  NARD JAPAN会 員   〔コ

皆 さんは炎圧 と言えば何 を連想 されます

がノ捻挫＼打撲、虫刺され
′′ ・・・ など

急性炎症のイメージを抱きがちですよね。

でもこれはすでに過去のお話。現在では科学

や医学の進歩は目覚ましく、生活習慣病を始

めとする様々な疾患と炎症 との関与がいわ

れ＼炎症や炎症性疾患を理解するにはよリー

層の知識の進化が必要となってきています。

今回のセ ミナーでは＼要部先生のユーモアを

交えた分か りやすい解説で、生物学的な基礎

知識を復習 しなが ら学ぶため＼貴万の知識を

無理な くアップデー トさせて くれるのでは

ないで しょうか |1心身のイ建康を目指す上で

“炎症
‖
は主要なキーワー ドとな ります。

アロマテラピーをこよな く愛する全ての方

に是非 とも学 ん で頂 きた い内容 で す |

皆様のご参加をお待ち してお ります |

●

受 講 料 11,000円 (税込)
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お申込に際じHPに て注意事項をご確認、ご了承いただきました上でお手続き下さい。
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